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第 I章 坂城町の遺跡の立地と環境

第 1節 自然的環境

坂城町は北信地方と東信地方の接触点にあたり、善光寺平を構成する更埴地方の最南端に位置する。また、町

は貫流する千曲川の氾濫によつて形成された氾濫原と、千曲川に流れ込む小河川がつ くりだす扇状地によつて形

成された坂城広谷 と呼ばれる幅広い貫通谷に立地している。町の北から東にかけては五里ヶ峰 。大峰山・虚空蔵

山をはじめとする標高1100～ 1300m前後の山々が連続 し、更埴市 。真田町 。上田市との市町村界を形成 し、西は

大林山、三ッ頭山などの標高1000m前後の山々が連続 し、上山田町 。上田市との市町村界 となっている。南は千

曲川右岸の岩鼻 と左岸の半過の岩鼻が狭除な地形を形成 し、上田盆地と隔てられている。このような地形から、

古来よりこの地域は千曲川流域の要衝の地として注目されてきた。

この地域の気候は、南北に開けた広谷をなしていることから、季節風の影響を受けやすいため、夏季は南風、

冬季は北風が強い。また、盆地状になっていることから寒暖の差が大きい。降水量は少なく、日本で最 も雨量の

少ない地域の一つとされている。現在では、この気候を生かして、工業が主要な産業となっており、農業では、

バラ 。りんご 。ぶどうの栽培が盛んである。

第 2節 歴史的環境

ここで、坂城町の各時期について代表的な遺跡を挙げつつ、町の歴史的環境について概略的に触れてお くこと

とする。 (括弧内の数字は「坂城町遺跡分布図」における遺跡番号を示す。)

坂城町で最古の遺物は、約14,000～ 15,000年前の後期旧石器時代の上ヶ屋型彫刻器とされる石器である。この

石器は保地遺跡 (1-3)よ り採集されたもので、これ以外に後期旧石器時代の遺物は確認されていない。

縄文時代の遺構 。遺物では早期押型文系の土器が和平A遺跡や平沢遺跡で採集されている。また、平成12年度

に発掘調査が実施された込山C遺跡 (30-3)か らも押型文系の土器片が出土しているが、これらは現在整理中

である。この他に込山C遺跡では縄文時代前期 。中期の土器も確認されている。後期 。晩期では、学史的にも有

名な保地遺跡が挙げられる。保地遺跡は昭和40年度と平成11年度に発掘調査が実施されている。前者は縄文時代

後期後半から晩期後半までの土器 。石器群と、後期後半に属するとされる特殊儀礼的遺構の出土が『考古学雑誌』

に報告されている (関  1966)。 後者については今年度報告書を刊行する予定である。他には、込山D遺跡 (30-

4)か ら昭和初期に採集された遮光器土偶の頭部が挙げられる。

弥生時代では、中期以前の調査例がないため状況は不明である。後期後半では、平成5年度に南条地区の塚田

遺跡 (1-7)で発掘調査が実施され、この時期に属する竪穴住居址36棟 をはじめとする遺構 と、土器、石器、

土製品、及び鉄器などが出土している。

古墳時代では、前期古墳は確認されていないが、中期古墳には仮称東平 1号墳 。2号墳が挙げられる (註 1)。

これらは、平成 5年度に実施された上信越自動車道建設に伴う発掘調査で、埴輪や土器などの出土から、1号墳

は 5世紀第 2四半期後半、 2号墳は 5世紀第 2四半期前半に位置付けられた (若林 1999)。 後期古墳では、町

内でもいくつかの古墳群の存在が知られているが、中でも代表的なものは村上地区の福沢古墳群小野沢支群に属
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する御厨社古墳である。内部施設に千曲川水系最大の横穴式石室を持ち、室全長11.2mを 測 り、勾玉や切子玉、

耳環などが出土 している。古墳時代後期の集落 。祭祀遺跡では、環状に配列された土器群が検出され、全国的に

も注目された青木下遺跡 (18)が 代表的である。青木下遺跡は現在整理中である。

奈良時代・平安時代の遺跡では、中之条地区の中之条遺跡群 (8)と その周辺遺跡に多 くの調査例があ り、こ

の地域における奈良 。平安時代の状況が徐々に解明されつつある。具体的には、寺浦遺跡 (8-1)、 豊饒堂遺跡

(20)、 上町遺跡 (8-2)、 東町遺跡 (8-3)、 宮上遺跡 (8-5)、 北川原遺跡 (8-6)、 開畝遺跡 (21)で 調査

が実施され、古墳時代後期後半～平安時代までの集落遺構 と遺物が多数出土 している。また、平安時代の生産遺

跡として坂城地区の土井ノ入窯跡 (32)があり、瓦の生産が行われていたことが分かっている。ここで生産され

た瓦は、現在の坂城小学校が建設されている場所に8世紀末から9世紀頃に存在 していたとされる込山廃寺 (54)

に用いられたほか、上田市信濃国分寺 。国分尼寺、更埴市正法廃寺の補修用の差 し瓦として使用されていたこと

が判明している。

中世に入ると、平安時代後期、寛治 8年 (嘉保元)(1094)に 村上地区に配流されてきた源盛清が後に村上氏

として勢力を持つようになり、戦国時代には村上義清が活躍するようになった。義清の頃、村上氏の居館は現在

の満泉寺一帯に所在 したとされ、その背後にそびえる葛尾山の山頂には、義清が使用 した葛尾城跡があるが現存

していない。このほか、中世の遺跡では坂城地区の観音平経塚をはじめとする経塚 と中之条地区の開畝製鉄遺跡

(53)がある。観音平経塚は昭和54年 と平成4年 に調査がおこなわれたが、平成 4年の調査では、経塚の年代は14

世紀第 2四半期 とされ、その周辺の五輪塔群の造営時期は14世紀第 2四半期から16世紀前半頃に位置付けられて

いる (若林 1999)。 開畝製鉄遺跡は、昭和52・ 53年 に坂城町教育委員会によって学術調査が実施され、16世紀

頃の製鉄炉址2基が確認されている。この調査は県内初の製鉄遺跡の学術調査 として学史に位置付けられる。

近世、江戸時代に入ると、現在の坂城地区と中之条地区を主体とする坂木村、中之条村は元和8年 (1622)に

幕府代官所が置かれ、以後明治維新まで天領として支配された。この地域を重要視 していたことがこのことから

うかがわれる。陣屋は最初、坂木 (61)に 置かれたが、明和4年 (1767)に焼失 し、その後、安永 8年 (1779)

中之条に陣屋 (67)が置かれるようになった。

以上、坂城町の歴史について概略した。

註1 周知の御堂川古墳群東平支群 1号墳・ 2号墳とは異なる可能性があるため、仮称とされている。今後、正式な古墳名称の確定が必要であ

る。

参考文献 (五十音順 。敬称略 )

小平 光-    1996『豊饒堂遺跡。上町遺跡・寺浦遺跡。東町遺跡』

坂城町教育委員会 1978『開畝製鉄遺跡―第1次調査報告』

坂城町教育委員会 1979『開畝製鉄遺跡一第2次調査報告』

助川 朋広    1993『 中之条遺跡群宮上遺跡Ⅱ』 坂城町教育委員会

1994『南条遺跡群東裏遺跡Ⅱ・青木下遺跡』 坂城町教育委員会

1996『 中之条遺跡群寺浦遺跡Ⅱ』 坂城町教育委員会

2000『 開畝遺跡Ⅲ』 坂城町教育委員会

関 孝-     1966「長野県埴科郡保地遺跡発掘調査概報」『考古学雑誌』第51巻第 3号

森嶋 稔ほか   1981『坂城町誌』中巻 歴史編 (一 )

柳沢 亮     1998「第 5節 開畝遺跡」『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 2』 (財)長野県埋蔵文化財センター

若林 卓     1999「第 9章 東平古墳群」「第11章 観音平経塚」『上信越自動車道埋蔵文イヒ財発掘調査報告書21』 (財 )長野県埋蔵文化財

セ ンター
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1 南条遺跡群(弥～平) 1-1 東裏遺跡(弥～平) 1-2 御殿裏遺跡(鼠宿) 1-3 百々目利遺跡(弥～平) 1-4 中町遺跡(新池)(弥～平)

1-5 田町遺跡(弥～平) 1-6 廻り目遺跡(弥～平) 1-7 塚田遺跡(弥～平) 1-8 青木下遺跡(縄～平) 2 金井西遺跡群(縄～平)

2-1 金井遺跡(縄～平) 2-2 社宮神遺跡(縄～平) 2-3並 木下遺跡(縄～平) 3 金井東遺跡群(縄～平) 3-1 保地遺跡(縄～平 )

3-2 山金井遺跡(縄～平) 3-3 大木久保遺跡(縄～平) 3-4 酒玉遺跡(縄～平) 4 栗ケ谷古墳(古墳) 5 社宮神経塚(中世)

6 町横尾遺跡(縄～平) 7 北畑古墳(古墳後期) 8 中之条遺跡群綴 ～平) 8-1 寺浦遺跡(縄～平) 8-2上 町遺跡(弥～平)

8-3 東町遺跡(弥～平) 8-4 北浦遺跡(縄～平) 8-5 宮上遺跡(縄～平) 8-6 北川原遺跡(縄～中世) 9 南条塚穴古墳(古墳後期
)

10 谷川古墳群(古墳後期) 10-1 入横尾群向田古墳(古墳後期) 10-2 入横尾支群刈塚古墳(古墳後期) 11入横尾遺跡(平 )

12 谷川古墳群上原支群倍墳後期) 13 前原墳墓群(中世～近世) 14 御堂川古墳群山口支群(古墳後期) 15 山崎遺跡(縄 )

16 御堂川古墳群山崎支群(古墳後期) 17 御堂川古墳群前山支群結墳後期) 17-1 前山1号墳(古墳後期)17-2 前山2号墳(古墳後期 )

17-3 前山3号墳(古墳後期)17-4 前山4号墳(古墳後期) 17-5 前山5号墳(古墳後期) 17-6 前山6号墳(古墳後期)

18 御堂川古墳群東平支群二塚古墳(古墳後期) 19 御堂川古墳群山田支群(古墳後期)20 豊饒堂遺跡(縄～弥)21 開畝遺跡(弥～平)

22 人塚古墳(古墳後期)23 四ツ屋遺跡群(縄～平)24 成久保遺跡結 ～平)25 入田遺跡(奈～平)26 塚内古墳(古墳)27 金比羅山遺跡(縄～平)

28 蓬平経塚(中 世)29 岡の原窯跡(平)30 込山遺跡群(縄～平)30-1 込山A遺跡(縄 ～平)30-2 込山B遺跡(縄 ～平)

30-3 込山C遺跡(縄～平)30-4 込山D遺跡(縄～平)30-5 込山E遺跡(縄～平)31 日名沢遺跡群(弥 ～平)31-1 日名沢遺跡(弥 ～平)

31-2 丸山遺跡(弥～平)32 土井ノ入窯跡(奈～平)33 平林遺跡(縄)34 垣外窯跡(平安)37 金比羅山古墳(古墳後期)38 村上氏館跡(中世)

43 栗田窯跡(奈良)48 月ヽ野沢遺跡(弥 ～平)49 ネ冨沢古墳群越堂支群(古墳後期)50 福泉寺裏古墳(古墳後期)51 狐落城跡(中世)

52 三水城跡(中 世)53 開畝製鉄遺跡(中世) 54 込山廃寺(平)55 観音平経塚(中世)59葛 尾城根小屋跡(中 世)60 1臣 城跡(中世)

61 坂木代官所跡(近世)62 田町遺跡群(古 ～平) 65 中之条石切場跡(近世)66 砥沢古墳(古墳後期)67 中之条代官所跡(中 世)68 帆岨窯跡(平 )

69 観音坂城跡(中世)70 南鯉の川遺跡(奈 ～中)71 口留番所跡(近世)73 高ツヤ城跡(中 世)78 上五明条里水田J■(平～近世)

85 網推卜原遺跡(縄～平)89 上平黄銅鉱採掘跡(近代)90 横吹北国街道跡(近世)

坂城町遺跡分布図
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土井ノ入窯跡 2

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字坂城

5523-1ほ か

長野県教育委員会

坂城高校第 2グラウン

ド造成

平成13年 4月 23日 ～

平成13年 4月 26日

5505面  (362M)

齋藤 達也

遺跡の環境と調査に至る経過

土井ノ入窯跡は、「坂城町遺跡分布図」に

よると、坂城地区を流れる垣外沢川の南側、

標高約480m～550mの斜面上に位置する。本

窯跡は、須恵器及び瓦の窯跡として古 くから

その存在が知られ、本窯跡周辺には、岡ノ原

窯跡、垣外窯跡といつた窯跡も確認されてい

る。

本窯跡は昭和41年 に大川清 。米山一政両氏

らによる発掘調査が実施され、 3基の窯跡が

確認され、瓦や須恵器が出土している。特に、

本窯跡より出土 した瓦と同様のものは、本窯

跡の西約 lkmに 位置する込山廃寺や、上田

市の信濃国分寺や国分尼寺、更埴市の正法廃

寺でも出土 してお り、本窯跡で生産された瓦

がこれらの寺院で用いられていたことが分か

っている。

今回、長野県教育委員会による坂城高校第

2グ ラウンドの造成が計画され、遺跡が破壊

される恐れが生 じたため試掘調査を実施する

こととなった。

ど い の いOJよ うせき

第 Ⅲ章 調査の結果

試掘調査位置図 (112500)

7号 トレンチ検出状況 南より

2号 トレンチ検出状況 東より

-5-



調 査 の結 果

開発対象地の地形を考慮すると、遺構が存在し

ている可能性があるのは、対象地の中でも北側の

斜面と思われた。そのため、北側斜面部分に下図

のようにトレンチを設定して、遺構・遺物の確認

を行つた。

Ia層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)

粘質土。表土。

Ib層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)

粘質±。

■層  にぶい黄掲色 (10YR4/3)

粘性強 く雲母粒を多量に含む。地山。

Ⅲ層  にぶい黄褐色 (10YR5/3)

粘質±。礫 を多量に含む。地山。

地山は地表下約30cm程 で確認できたため、こ

の面で遺構の検出を試みたが遺構 。遺物は、共に  40cm

検出されなかった。

町内で出土する古墳時代～平安時代の土師器の

胎土に多 くの雲母粒子が混入することは以前から

注目されていた。今回の調査によつて、基本層序

基本層序模式図

模式図の第Ⅱ層の土壌に多くの雲母粒子が含まれた状況が確認されたことから、土師器の原料である粘土をこの

周辺で採取したのではないかといつた可能性が出てきたことは大きな成果といえよう。

試掘 トレンチ設定図

θ

ピ

寧

′，ハ″ガ軌一

ガ

ン
ヌ
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2 込山 B遺跡 2

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字坂城字社宮

神6113-2ほ か

坂城町土地開発公社

宅地造成

平成13年 4月 26日 ～

平成13年 5月 7日

1025所 (471漏 )

齋藤 達也

遺跡の環境と調査に至る経過

込山B遺跡は日名沢川によって形成された

扇状地上に位置 し、標高415m前後を淑1る 。

込山B遺跡は込山A～ E遺跡からなる込山遺

跡群に属 している。込山遺跡群には、遮光器

土偶の頭部が出土 した込山D遺跡や、 9世紀

初頭頃の寺院とされ、礎石列や布目瓦が出土

した込山廃寺などもあり、糸電文時代、および

古代の遺跡 として古 くから注 目されていた。

また、込山B遺跡内では平成11年度に発掘調

査が実施されており、弥生時代中期及び、奈

良・平安時代の遺構・遺物が確認 されてい

る。

今回、坂城町土地開発公社より宅地造成事

業が計画され、遺跡が破壊される恐れが生 じ

たため、試掘調査を実施 して、遺構・遺物の

確認を行うこととなった。

調 査 結 果

開発対象地に計13本の トレンチを設定 し、

遺構の確認を行った。対象地は西に下がる地

形で、以前の構造改善時に地盤の削平と盛土

が行われてお り、 3段に区画されていた。調

査の結果、削平を受けたと思われる部分では

遺構は検出されなかった。

こみやま

λ

ヽ
■

．

試掘調査位置図 (112500)

12号 トレンチ検出状況 南より

13号 トレンチ検出状況 南東より

-7-



しかし、盛土されたと思われる部分からは、 5軒の竪穴住居址をはじめとする遺構を確認 した。住居址からの出

土遺物を見ると奈良・平安時代の土器片があることから、検出された竪穴住居址 もその時期に属するものと思わ

れる。他の遺物では、縄文時代の所産と思われる土器片、及び打製石斧と、土師器の杯や須恵器の杯・甕などが

出土 している。

この結果を基に事業主体である坂城町土地開発公社 と保護措置について協議 したところ、開発対象地に盛土を

施して遺構を保護 して宅地造成することが決まり、遺跡は保存されることとなった。

♀           (113)         1,Cm

出土石器実沢1図

④  □ 日 □

「
―
―

I層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

粘質土。表±。

I層 にぶい黄掲色 (10YR5/3)

粘質土。礫を多 く含む。盛±。

Ⅲ層 黒褐色 (10YRν2)

粘質土。遺物包含層。

Ⅳ層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

砂礫層。地山。遺構検出面。

lm…―

基本層序模式図

6号 トレンチ

7号 トレンチ

試掘 トレンチ設定図 (1:500)

-8-



おお ぎ く ば

3 大木久保遺跡

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字南条字大木

久保1982ほか

坂城町都市・下水道課

宅地造成事業

平成13年 5月 10日 ～

平成13年 5月 15日

12180M (350M)

齋藤 達也

遺跡の環境と調査に至る経過

大木久保遺跡は、坂城町大字南条に所在し、

千曲川によって形成された洪積台地上に位置

する。大木久保遺跡は金井東遺跡群の一部で

あり、遺跡群内には第 I章でも触れた保地遺

跡をはじめとして、山金井遺跡、酒玉遺跡の

4遺跡がある。これらの遺跡の内、保地遺跡

は発掘調査例はあるが、本遺跡では縄文～平

安時代の遺物が採集されているのみで調査例

がなく、遺跡の詳細は不明な状態である。

今回、坂城町都市・下水道課より宅地造成

事業が計画されたため、遺跡が破壊される恐

れが生 じた。そのため、試掘調査を実施 して、

遺跡の有無を確認することとなった。

試 掘 結 果

開発対象地は、沢の部分とそれを挟んだ段

丘上に位置する。遺構は段丘上に存在すると

思われたため、 トレンチは段丘上を中心に図

のように設定 した。地山は、沢の周辺にあた

る 6～ 8号 トレンチで地表下約 lm、 その他

の段丘上の トレンチで地表下約30cmで確認

できた。遺構の検出はこの面で行ったが、い

ずれの トレンチでも遺構・遺物は確認されな

かった。

2号 トレンチ検出状況 東より

7号 トレンチ検出状況 東より

-9-



11号 トレンチ検出状況 東より 12号 トレンチ検出状況 西より

前述の ように本遺跡か らは、縄文

ヽ奈良・平安時代の遺物が採集 され

ていたが、採集 されたのは今回の地

点 よりも西佃|と されているため、遺

跡 は調査地点 より西側 に分布 してい

ると予想 される。

I層 にぶい黄掲色(10YR4/3)

粘質土。表土。

■層 にぶい黄褐色(10YR5/4)

粘質土。盛土。

Ⅲ層 黒掲色(loYR3/2)粘 質土。

礫 を含む。旧表土 ?

V層 褐色 (10YR4/4)粘 質土。地山。

V層  `こぶい黄褐色 (loYR5′ 4)

砂礫層。地山。

Ⅵ層 灰黄掲色(loYR5/2)砂 質土 ,

礫 を多量に含 む。地山.

基本層序模式図

\6+ t; >+a

1号 トレンチ

藻 熱

試掘 トレンチ設定図 (1:2000)

-10-―



4 四ツ屋遺跡群 4

所 在 地  坂城町大字坂城字山王

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

6795

宮沢 英人

アパー ト建設事業

平成13年 5月 16日 ～

平成13年 5月 17日

845面 (164M)

齋藤 達也

遺跡の環境と経過

四ツ屋遺跡群は坂城町大字坂城に位置 し、

御堂川と名沢川によって形成された扇状地の

扇央部に位置する。坂城町遺跡分布図では縄

文～平安時代の集落址に位置付けられる。四

ツ屋遺跡群は以前に3回試掘調査が実施され

ている。それは、平成10年度の宅地造成事業

に伴う試掘調査 (四 ツ屋遺跡群 )、 平成12年

度の福祉施設建設に伴う試掘調査 (四 ツ屋遺

跡群 2)、 同じく平成12年 度コミュニテイ消

防センター建設に伴う試掘調査 (四 ツ屋遺跡

群 3)である。この内、四ツ屋遺跡群 3の試

掘調査においては中世以降と思われる性格不

明の遺構 と石鉢・土器片が確認されている。

しかし、保護措置として盛土保存としたこと

もあって、依然として不明な部分が多い遺跡

群である。

今回、宮沢英人氏によリアパー トの建設が

計画され、遺跡を破壊する可能性が生 じたた

め、試掘調査を実施 して、状況を確認するこ

ととなった。開発対象地は平成12年 度に試掘

調査を実施 した四ツ屋遺跡群 3か ら約100m

南東に位置し、標高は約420mを汲1る 。

よ つ や

邑 □

′

ス

ー

、

20

試掘調査位置図 (1:2500)

調査区全景 北より

4号 トレンチ検出状況 東より

-11-―



I層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)

粘質土。表土。

■層 黒掲色 (10YR2/2)粘 質土。

遺物包合層 ?

Ⅲ層 にぶい責掲色 (10YR74)

砂礫層。地山。遺構検出面。

号 トレンチ検出状況 西より

基本層序模式図

調査結果

開発対象地は西に下がる地形のため、東西に長い トレンチを5本設定 して、遺構を検出した。遺構検出作業は

地表下約60cmの砂礫を多量に含む地山層である第Ⅲ層上面で行った。遺構は 2～ 5号 トレンチで確認され、土

坑址 1基、ビット12基が検出された。遺物は土器片が数点確認されてはいるが、いずれも細片で所属時期を窺い

知ることは不明である。

この結果を踏まえて、原因者 と遺跡の保護措置について検討 した結果、建物は遺構を保護するために十分な盛

土を施 した上に建設することが決定 し、遺跡は保護されることとなった。

試掘 トレンチ設定図 (

2号 トレンチ   1号 トレンチ

5■ トレンチ

3号 トレンチ

-12-



みなみじょう

5 南 条遺跡群 2

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字南条字青木

下632

青木 悦子

アパー ト建設事業

平成13年 7月 2日

542面 (40M)

齋藤 達也

遺跡の環境と経過

南条遺跡群は、坂城町大字南条の千曲川に

よって形成された自然堤防と後背湿地上に位

置する。南条遺跡群は、東裏、御殿裏、百々

目利、仲町、田町、廻 り日、塚田、青木下の

8遺跡からなる遺跡群で、弥生～平安時代の

集落J■ に位置づけられている。

遺跡群内では東裏遺跡や塚田遺跡、青木下

遺跡で発掘調査が実施され、これ以外の遺跡

でも遺物は採集されている。この内、塚田遺

跡では弥生時代後期の集落が確認され、東裏

遺跡では、古墳時代後期の玉造 り工房とされ

る住居址が 3棟検出されている。さらに、東

裏遺跡に隣接する青木下遺跡からは、全国的

にも注目された古墳時代後期～奈良時代の祭

祀遺構が出土するなど、町内でも特に注目す

べき遺跡が集中している地域 といえよう。

今回、青木下遺跡の北側の水田に、青木悦

子氏によるアパー ト建設が計画され、遺跡が

破壊される恐れが生じたため試掘調査を実施

することとなった。

調査結果

開発対象地 とその周辺は水田地帯で、 トレ

ンチを設定 して掘削 しても、す ぐに水が湧 き、

壁面が崩壊 して しまうため、 トレンチによる

― 国

試掘調査位置図 (1

調査区全景 北西より

4号 トレンチ検出状況 西より

-13-



1層 掲灰色(10YR4ム )粘質土。水田面。

■層 掲灰色(10YR5ム )粘 質土。

■層 褐灰色(10YR6ム )粘 質土。

Ⅳ層 にぶい黄掲色 (1 0YR613)粘 質土。

V層 黒掲色 (10YR31)粘 質土。

Ⅵ層 にぶい黄掲色(10YR5ん )シ ル ト。

Ⅶ層 掲灰色(10YR4ハ )粘 質土。

Ⅷ層 灰色(N7め 粘質土。

調査は大変危険な状況であった。そのため、 4×      ―

2m程度のテス トピットを4ケ 所に設定 し、遺構

の確認を行った。激 しい湧水により壁面は短時間

で崩れていくため、テス トピット内に降 りること

もできない状況であった。いずれのテス トピット

基本層序模式図

も地表から140～ 170cm掘 り下げたが、近世以降と思われる水田面が壁面で確認できたのみで遺構は検出されな

かった。この段階で、湧水などによる調査の危険性と、周辺遺跡の調査結果などを加味し、これ以上掘 りさげて

も遺構は存在 しないものと判断し、それ以上の掘 り下げは行わなかった。

、ヽ、、1道

TP4検出状況 西より

試掘 トレンチ設定図 (1:400)
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よ つ や

6 四ツ屋遺跡群 5

所 在 地 坂城町大字坂城字四ツ

屋9462-2、 9465-1、

9469-1、  9470、

9471-1

水出 啓之

店舗建設

平成13年 10月 22日 ～

平成13年 10月 23日

2238M (233話 )

齋藤 達也

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

遺 跡 の 環 境 と調 査 に至 る経 過

四ツ屋遺跡群は坂城町大字坂城に位置 し、

御堂川と名沢川によって形成された扇状地の

扇央部に位置し、標高は今回調査地点におい

て約400mを測る。

今回の試掘調査は、水出啓之氏により店舗

建設が計画されたため、遺跡の有無を確認し、

遺跡が存在 していた場合に適切な保護措置を

講ずるため実施されたものである。

前にも触れたように、四ツ屋遺跡群は、平

成12年度までに計 3回の試掘調査 (第 Ⅱ章 4

四ツ屋遺跡群 4参照)が実施されている。ま

た、平成13年度は、四ツ屋遺跡群 4に次いで

今回で 2回 目となる。しかし、これまでのと

ころ、四ツ屋遺跡群の状況は依然として不明

瞭といえる。

調 査 の結 果

店舗の建設が予定されている開発対象地内

の東側を中心に5本の トレンチを設定して、

遺跡の確認を行った。遺構の検出は基本層序

第V層 にて試みたが、遺構は検出されなかっ

た。

・398 4

'ol-.4

税‐
四 ッ屋遺跡群 5

001

1号 トレンチ検出状況 北より

4号 トレンチ検出状況 南より

―-15-



5号 トレンチ検出状況 南より

I層 |こぶい黄褐色 (10YR4/3)

粘質土。表土。

■層
`こ

ぶい黄褐色(10YR5/3)

粘質土。盛土。

I層 青灰色 (5BG5ム )粘 質土。

盛土。

Ⅳ層 褐灰色(10YR5ハ )粘土 .

V層 黄掲色(10YR5/6)粘 質土。

地山。

基本層序模式図

「
‐
‐
‐
‐
∃
「

/
試掘 トレンチ設定図 (1

国道18号線

―-16-―



ぶぎょうどう

遺跡の環境と経過

豊饒堂遺跡は坂城町大字中之条に所在する。近隣では、

平成 5年度に発掘調査が実施され、縄文時代早期の特殊遺

構や弥生時代後半～古墳時代初頭、及び平安時代の遺構・

遺物が検出されている。また、平成12年度にも試掘調査が

実施されている。

今回は坂城町農林課より農道建設が計画され、遺跡が破

壊される恐れが生 じたため、試掘調査を実施することとな

った。

調 査 の 結 果

開発対象地に3本の トレンチを設定 した。遺構はピッ

トのみであるが、 1号 トレンチの地表下50～ 90cmの 基

本層序模式図第Ⅲ層上面にて確認された。遺物も土器片

が出土 したが細片のため、所属時期は不明である。

この結果を基に、坂城町農林課と保護措置について協

議した結果、発掘調査を実施することが決まり、この後、

発掘調査が実施された。 基本層序模式図

7 豊饒堂遺跡 Ⅱ

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字中之条1432日 1

坂城町農林課

農道建設事業

平成13年 11月 5日 ～

平成13年 11月 7日

472面 (134M)

齋藤 達也

●
|

豊饒堂遺跡 Ⅱ

試掘調査位置図

号 トレンチ検出状況 南より

I層 |こ ぶい黄褐色 (10YR5′ 4)

粘質土.表土。

Ⅱ層 黒掲色 (10YR3′ 2)粘 質土 .

■層 に´ゞい黄掲色 (10YR5′ 4)

粘質土.砂礫 を多 く含む.

地山。遺構検出面 .

¬再
」

=撃

試掘 トレンチ設定図 (1:800)
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うわまち

8 上町遺跡 2

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字中之条字上

田丁1264-4

竹田 勝一

アパー ト建設事業

平成13年 11月 21日 ～

平成13年 11月 26日

896面 (210所 )

齋藤 達也

遺跡の環境と経過

上町遺跡は坂城町中之条の御堂川によって

形成 された扇状地の扇央部に位置する。

上町遺跡は中之条遺跡群に属する遺跡で、

隣接する寺浦遺跡や北川原遺跡で実施 された

発掘調査では、古墳時代後期～平安時代 にか

けてのi豊構・遺物が多 く確認 されてお り、特

に消防分署建設に伴って実施 された寺浦遺跡

Ⅱの発掘調査では、 2間 ×4間 や 3問 × 5間

の大型の掘立柱建物址が確認 されている。上

町遺跡で も、平成 6年度 (2ヶ 所)と 平成11

年度に 3回 発掘調査が実施 されている。平成

6年度の調査では、いずれ も縄文時代前期、

及び古墳時代後期 ヽ平安時代の住居址や土坑

址 などの遺構 と、灰釉陶器 をはじめとする遺

物が確認 されている。 また、平成11年度の調

査では、古墳時代 ～平安時代の遺構 と共に奈

良二彩が出土 したことから、寺浦遺跡 Ⅱの大

型掘立柱建物址 と合わせて、この地域 に郷家

などといったこの地域 を統率 していた施設が

存在 した If能性が示唆 されている。

今回、この地に竹田勝一氏によリアパー ト

の建設が計画 され、遺跡 を破壊する恐れが生

じたため、試掘調査を実施 して遺跡の確認を

行うこととなった。

試掘調査位置図 (1:2500)

―
‐
Ｅ

1号 トレンチ検出状況 西より

1号 トレンチ住居址検出状況 東より
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調 査 の結 果

アパートが建設される部分を中心に下図のようにトレ

ンチを設定して遺構・遺物の確認を行った。遺構の検出

は地山と思われる基本層序模式図のⅢ層上面にて行っ

た。遺構は、竪穴住居址 2棟、ビット16基が検出され、

遺物は古墳～平安時代の土師器・須恵器片が出土した。

検出された遺構もこの時期に属するものと思われ、以前

の調査で確認されていた古墳～平安時代の集落がここま

で広がっていたことが明らかとなった。

この結果をもとに保護措置について協議 したところ、

遺構が トレンチの東に集中していたため、アパー トの建

設位置を移動 した上で、盛土を施 して遺構を保護するこ

とが決定し、遺跡は保存されることとなった。

層

　

層

　

層

Ｉ

　

　

Ⅱ

　

　

Ⅲ

にぶい黄掲色 (10YR4ノ 3)

粘質土。表±。

黒褐色 (10YR2ノ 3)粘 質土。

遺物包含層。

にぶい黄掲色(10YR5/3)粘 質土。

φl～ 20cmの砂礫 を多 く含む。

地山。遺構検出面。

基本層序模式図

試掘 トレンチ設定図 (1:300)
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み どうがわ こ ふんぐんまえやま し ぐん

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字中之条

1850ほ か

葛尾組合

斎場建設

平成13年 11月 21日 ～

平成13年 11月 26日

7000面  (512請 )

齋藤 達也

遺 跡 の 環 境 と経 過

御堂川古墳群は坂城町大字中之条地区に所

在し、御堂川上流の「L」岸に広がる古墳群であ

る。御堂川古墳群は 5つ の支群で構成され、

右岸上流から前山、山田、東平の 3つの支群

と、左岸上流から山崎・山口の 2つの支群に

分けられる。

前山支群は御堂川古墳群でも最大の支群

で、前山 1号 ・2号墳は昭和48・ 49年 に町誌

編纂のため坂城町教育委員会によって発掘調

査が実施されている。調査の結果、前山 l号

墳の横穴式石室からは土師器・須恵器などの

ほかに、金銅製の耳環や自玉、帯金具、鉄鏃

などが出土 した。古墳の所属時期は出上した

須恵器から6世紀後半、 7世紀中葉、 8世紀

代の 3つ の年代が与えられており、耳環の出

上状況を考慮するとこの古墳に複数回にわた

って追葬 されたことが分かっている。また、

前山4号墳は葛尾組合敷地拡張時に破壊され

てしまったが、その際全長93cmの 直フ」が出

土 している。

今回は、葛尾組合による斎場建設事業に先

立ち、遺跡の確認と、遺跡が存在していた場

合に必要な保護措置を講ずるために実施する

試掘調査である。調査地点は葛尾組合敷地北

9 御堂川古墳群前山支群 2

2号 トレンチ検出状況 北東より

3号 トレンチ検出状況 北東より
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東部で、前山4号墳があったとされる地点の周辺

にあたる。

調 査 の結 果

下図のように5本のトレンチを設定し、遺跡の

確認を行った。基本層序模式図第Ⅳ層上面で遺構

検出を試みたが遺構・遺物は検出されなかった。

また、各 トレンチのセクションを見ると、調査地

点は以前に削平・盛土などの地盤改良を行ってい

る可能性があり、仮に古墳などの遺構がかつて存

在したとしても、既に破壊されてしまった可能性

が高いことが明らかとなった。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

基本層序模式図

にぶい黄掲色(10YR5々 )

粘質±。表±。

にぶい黄褐色 (loYRワ 3)

粘質土。砂礫 を多 く含む。盛±。
:こ らヽい黄褐色 (10YR4/3)

粘質±。旧表土 ?

にぶい黄掲色 (loYRワ 3)

粘質±。砂礫 を多 く含む。地山。

ポ

ン
チ

試掘 トレンチ設定図 (1:800)
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ぼ  ぢ

10 保地遺跡 2

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字南条字保地2330-1

坂城町総務課

防火水槽建設

平成13年 12月 25日

15M (15M)

齋藤 達也

遺跡の環境と調査に至る経過     ゲて

保地遺跡は坂城町大字南条に所在し、谷川が形成した扇

状地の扇央部に位置する。保地遺跡は昭和40年 と平成11年

度に発掘調査が実施され、中でも平成11年度に実施された

調査では、縄文時代後期に属する墓址が遺存状態の良好な

人骨を伴って出土するなど、町内でも貴重な資料が得られ

ている。

今回、平成11年 度発掘調査地点より南東約150m程 の地

点に、坂城町総務課より防火水槽の建設が計画され、遺跡

が破壊される恐れが生 じたことから試掘調査を実施 して遺

跡の確認を行うこととなった。

調 査 の 結 果

計画された防火水槽は面積が小さいため、建設予定地の

ほぼ全域をトレンチ状に掘 り下げた。地山層は基本層序第

皿層以下 と思われ、地表下20～ 30cmで確認 した。この上

面において遺構確認を行ったが、遺構・遺物は共に出土 し

なかった。この結果は調査面積が小さかったことによるも

のであり、周辺には遺跡が存在しているものと思われる。

I層 にぶい黄掲色(10YR5/3)

粘質土。 しまり非常に強い。盛土。

■層 にぶい黄掲色(10YR5/2)

粘質土.盛土。

Ⅲ層 にぶい黄褐色(10YR5/4)

粘質土。地山 .

薔 ヨ 咋 _

ヽ
プ

試掘調査位置図 (112500)

＃

嶺

金井地区生産振興セ ンター

1号 トレンチ検出状況 西より

基本層序模式図
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よ つ や

11 四ツ屋遺跡群 6

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字坂城9127…

3ほ か

長野県長野地方事務所

農道建設

平成14年 2月 18日

498面 (103面 )

齋藤 達也

遺跡の環境と調査に至る経過

四ツ屋遺跡群は坂城町大字坂城に位置 し、

御堂川と名沢川によって形成された扇状地の

扇央部に位置する。

四ツ屋遺跡群の試掘調査は、通算 6ケ 所目

(第 Ⅱ章 4四 ツ屋遺跡群 4・ 第Ⅱ章 6四 ツ屋

遺跡群 5参照)で、今年度は 3回 目となる。

今回の調査地点は平成10年度に実施された四

ツ屋遺跡群試掘調査地点から南東約150mに

位置し、標高は約435mを測る。

今回の試掘調査は、長野県長野地方事務所

による農道建設が計画され、遺跡が破壊され

る可能性が生 じたため、遺跡の確認を行うた

めに実施されたものである。

調 査 結 果

対象地に2本の試掘 トレンチを設定 して遺

跡を確認 した。土層は 2層 に分層できた。 I

層は表土でにぶい黄褐色を呈する粘質土であ

る。第Ⅱ層は、地表下25～ 40cmで現れる土

層で、にぶい黄褐色を呈する砂礫層である。

遺構確認作業は第Ⅱ層の上面で行った。しか

し、遺構・遺物は確認されなかった。

四ツ屋遺跡群は坂城町遺跡分布図による

と、四ツ屋地区全域が縄文～平安時代の集落

址に位置づけられている。しかし、四ツ屋遺

試掘調査位置図 (1:2500)

●パ

1号 トレンチ掘削状況 南東より

1号 トレンチ検出状況 西より
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跡群の調査で遺構が確認されたものは、平成11年

度の四ツ屋遺跡群 3と 、今年度の四ツ屋遺跡群 4

のみである。検出された遺構についても、ビット

などが比較的散漫に検出されているのみで、遺物

も少量である。平成10年度に実施された四ツ屋遺

跡群の調査では遺物のみ確認されているが、それ

以外の 3回 の調査では遺物でさえ確認できていな

い。そのことから、今後四ツ屋遺跡群は、試掘調

査等を重ねてデータを蓄積 しつつ、遺跡の分布に

ついて再検討と修正が必要といえよう。

層

　

層

にぶぃ黄褐色 (loYR72)
粘質土。盛土 .

にらヽぃ黄掲色 (loYR5海 )

砂礫層 .φ l～20cm礫 を多量 に含 む。
地山 .

基本層序模式図

2号 トレンチ検出状況 西より

試掘 トレンチ設定図 (
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よ つ や

12 四ツ屋遺跡群 7

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城 町大字坂城字原

9102-3、 9103

三井 すみ子

アパー ト建設

平成14年 3月 13日 ～

平成14年 3月 14日

1164M (342面 )

齋藤 達也

遺跡の環境と経過

四ツ屋遺跡群は坂城町大字坂城に位置 し、

御堂川と名沢川によって形成された扇状地の

扇央部に位置する遺跡群である。

今回、三井すみ子氏によリアパー ト建設が

計画されたため、試掘調査を実施 して遺跡の

確認をすることとなった。

調査地点は四ツ屋遺跡群内でも南部に位置

し、今年度に試掘調査が実施された四ツ屋遺

跡群 6か ら西南に約200m、 平成12年 度に実

施された四ツ屋遺跡群 3か ら北へ約100mの

地点に位置する。調査地点は西に下がる地形

を呈 し、そのさらに西側は千曲川によって形

成された段丘の端部になっており、崖のよう

に急激に下がっている。標高は約420mを 測

る。

調査結果

地形を考慮し、東西に長い トレンチを3本

設定して遺跡の確認を行った。

土層は3層 に分層できた。第 I層 は、にぶ

い黄褐色を呈する粘質土で表土である。第Ⅱ

層は、暗褐色を呈する粘質土である。遺物包

含層とも思われたが、遺物は確認できなかっ

た。第Ⅲ層は、にぶい黄褐色を呈する砂礫層

試掘調査位置図 (1:2500)

2号 トレンチ検出状況 西より

3号 トレンチ検出状況 東より
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にぶい黄褐色 (10YRS/3)

粘質土。表上。

暗褐色 (10YR3/3)粘 質土。

にぶぃ黄褐色(10YR5/3)

粘質土。砂礫 を多量に合む。

地山。遺構検出面。

で地山である。遺構の検出はこの第Ⅲ層の上面にて

行った。 基本層序模式図

遺構は 1・ 2号 トレンチで確認され、掘立柱建物

址 1棟、ピットが13基検出された。また、これらが、 1・ 2号 トレンチの東側に集中していたことから、西狽1の

段丘の縁辺付近には遺跡が存在していない可能性が高いことも看取できた。検出された掘立柱建物址 とピットの

ほとんどは、 1号 トレンチ東側に集中していることから、今回の試掘調査では掘立柱建物址は 1棟の検出とした

が、 トレンチ外にもピットが存在している可能性を考慮すれば、 1号 トレンチでピットとしたものは、実際には

掘立柱建物llLの 一部とも考えることが可能であろう。

調査の結果、事業の実施にあたり記録保存のための発掘調査が必要となるため、原因者側と協議を行った。保

護措置として現況地盤に盛土を施 して、その上に建物を建築することが決定し、遺跡は保存されることとなった。

試掘 トレンチ設定図 (1:500)

層

　

層

層

Ｉ
　
　
π
“
Ⅲ

1号 トレンチ検出状況 南より

ヽ
０

。　　̈
　　一

０

１

０

１

０

h?i: o C2
nv

″
ｏ

号 トレンチ

-26-



報告書抄録

ふ り が な ちょうないいせきはっくつちょうさほうこくしよ

圭
曰 名 町内遺跡発掘調査報告書 2001

副  書  名 平成13年度試掘調査報告書

巻 次

シ リー ズ 名 坂城町埋蔵文化財調査報告書
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ふりがな
所J又遺跡名

滝
地

嚇
在

ふ
所

コー ド
Jヒ   糸草 東 経 調査期間

調査面積
m

調査原因
市町村 遺跡番号

土井ノ入窯跡2 坂城町大字坂城 36° 27′ 49″ 138° 11′ 55〃
2001年 4月 23日 ～

2001年 4月 26日
362 グラウンド造成

込山B遺跡2 坂城町大字坂城 36° 27′ 52″ 138° 11′ 28″
2001年 4月 26日 ～

2001年 5月 7日
宅地造成

大木久保遺跡 坂城町大字 南 条 36° 25′ 54″ 138° 11′ 56″
2001年 5月 10日 ～

2001年 5月 15日
宅地造成

四ツ屋遺跡群 4 坂城町大字坂城 36° 27ノ 22″ 138° 11′ 31〃
2001年 5月 16日 ～

2001年 5月 17日
アパー ト建設

α
群

姜
跡い遺

』
条

社
南 坂城町大字南 条 36° 25/32〃 138° 11′ 58〃 2001年 7月 2日 アパー ト建設

坂城町大字坂城 36° 27′ 13″ 138° 11/22″
2001年 10月 22日 ～

2001年 10月 23日
233 店舗建設

豊饒堂遺跡Ⅱ 坂城町大字中之条 36° 26′ 37″ 138° 12′ 20″
2001年 11月

2001年 11月

5日 ～

7日
農道建設

上町遺跡2 坂城町大字中之条 36° 26ノ 28″ 138° 11′ 59〃
2001年 11月 21日 ～

2001年 12月 26日
アパー ト建設

御堂川古墳群前山支群2 坂城町大字中之条 36° 26′ 45〃 138° 12′ 37〃
2001年 12月 19日 ～

2001年 12月 20日
斎場建設

保地遺跡2 坂城町大字 南 条 36° 26′  5″ 138° 11′ 54″ 2001年 12月 25日 防火水槽建設

四ツ屋遺跡群 6 坂城町大字坂城 36° 27′  5″ 138° 11′ 47″ 2002年 2月 18日 農道建設

四ツ屋遺跡群 7 坂城町大字坂城 36° 27′  1 138° 11′ 37〃
2002年 3月 13日 ～

2002年 3月 14日
アパート建設

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

土井ノ入窯跡 2 集落址 古墳～平安 な し な し

込山B遺跡 2 集落址 縄文～平安 住居址 。土坑址・ピット 縄文土器 。石器・土師器・須恵器

大木久保遺跡 集落址 奈良～中世 な し な し

四ツ屋遺跡群 4 散布地 古墳～平安 土坑・ピット 土器 (時期不明)

南条遺跡群 2 集落址 縄文～平安 な し な し

四ツ屋遺跡群 5 集落址 糸電 文 な し な し

豊饒堂遺跡 Ⅱ 散布地 縄文～平安 土坑址・ピット 土器 (時期不明)

上町遺跡 2 散布地 縄文～平安 竪穴住居址・ピット 土器 (古墳～平安 )

御堂川古墳群前山支群 2 古 墳 古 墳 な し な し

保地遺跡 2 集落址 縄文～平安 な し な し

四ツ屋遺跡群 6 集落址 縄文～平安 な し な し

四ツ屋遺跡群 7 集落址 縄文～平安 掘立柱建物址、ビッ な し
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